
令和8年度

沖縄県立島尻特別支援学校グランドデザイン
～ 自愛・友愛・博愛の心を育み、自律・自立と社会参加を目指す学校 ～

学校経営の理念
■児童一人ひとりの人権を尊重し、知的障
害・肢体不自由教育の専門性を発揮した
指導を行うとともに、自律・自立と社会
参加を目指した教育を推進する。
■保護者・地域・関係機関と連携・協働し、
持続可能で信頼される学校をつくる。

学校の教育目標
①学びの連続性の確保…各学部段階の教育内容の履修を基本に、学年間・学部間の
学びの円滑な接続を図る。
②障害特性に応じた教育の充実…生活年齢に即した指導の徹底と、障害特性等に応
じた教育の充実（自立活動の充実）を図る。
③生きる力の育成と社会参加…道徳・特別活動等を中心に、生きる力や主体的・自
主的に判断、選択する力を育て、自立し社会参加・貢献できる人間の育成を目指す。

めざす学校の姿
●人権を尊重し、安心して学べる学校
●自律・自立と社会参加を支える学校
●自愛・友愛・博愛に満ちた活力ある学校
●信頼関係のある保護者との連携
●地域に開かれ、信頼と協力に支えられた学校
●教育環境を整え、学校生活が豊かになる学校

教育目標実現のための「５つの取り組み」

① 学びと体験の充実

幼稚部～高等部を通して、各学部
段階に応じた各教科等を中心とした
多様で豊かな学習と体験的な活動を
通して、系統的・発展的で一貫性の
ある教育指導を充実する。

② キャリア教育の充実

幼稚部～高等部卒業後を見据え、
「特別の教科 道徳」及び特別活動を
中心とした系統的で発展的なキャリア
教育を充実する。

③ 知肢併設校としての
 運営と研究
知的障害部門と肢体不自由部門のそ

れぞれの特性に応じた教育指導の運営
と研究を進め併設校としての強みを生
かす。

④ 安全・安心な学校
づくり

医療的ケアを含めた全校体制で、安
心で安全な学校運営の充実に取り組む。

⑤ 地域資源の活用

地域特性や地域資源を有効活用し、
地域・関係機関と連携した教育活動の
充実を図る。

めざす子ども像
知：自ら考え、表現する子
〇あいさつや返事ができる子
〇意思表示ができる子
〇見通しを持ち行動できる子
徳：心優しく思いやりのある子
〇人に思いやりを持ち、ものを大切にできる子
〇みんなと仲良く、協力できる子
〇相手の気持ちを考えて、行動できる子
体：体を鍛え、粘り強い子
〇身体を動かすことが好きな子
〇最後まで粘り強く取り組める子
〇意欲を持って働ける子

令和8年度の重点目標
①知肢併設特別支援学校としての学習指導の充実
・ICTの活用、自立活動の充実、個別の教育支援計画の推進、医療的
ケア体制の整備、キャリア教育の充実 等

②カリキュラム・マネジメントの推進
・指導計画の見直し、授業改善、教材教具の工夫、生活・安全指導の
充実 等

③真和志高等学校分教室「ゆい教室」の取り組み
・共生社会の形成に向けた交流・共同学習の充実、学習環境の整備、
関係機関との連携強化 等

子どもたちの笑顔のために、学校・家庭・地域が一つになって未来を育みます

学校概要
・知的障害、肢体不自由併設特別支援学校
・通学自治体 ３市４町
・スクールバス ４台（A～Dコース）
・設置学部
幼、小、中、高、真和志高校分教室、訪問学級

・寄宿舎設置
・幼児児童生徒数 ３２５名

校訓
自愛・友愛・博愛
自分を愛せるように、
友だちを愛せるように、
すべての人を愛せるように、
努めていきましょう。

めざす教職員像
〇幼児児童生徒一人ひとりのよさを発揮させる
教職員
〇授業力の向上・改善・充実に努める教職員
〇教材・教具の工夫開発及び教科等を生活に汎化・
活用を目指す教職員
〇特別支援教育の専門家として自信と誇りを持つ
教職員
〇教育公務員として自覚し、責任を持つ教職員
〇学校経営の広い視野に立ち、主体的に参画する
教職員
〇学校経営力（保護者対応・生活指導・進路指導
等）の向上に努める教職員

学校経営の基本方針
①子どもが輝く学校…一人ひとりのよさを伸ばし、意欲的に活動する学校。個性
や能力を発揮できる指導・支援の実践。目標設定とチャレンジの重視。経験を
広げ、深める活動の充実。

②授業が充実した学校…生涯学習の基礎・基本を身に付けられる授業。「学びが
い」を実感する授業実践。基礎・基本の定着と工夫改善。主体的に学ぶ力や相
談する力の育成。

③開かれた学校…家庭・地域・社会とつながる学校。情報発信の活性化。学校評
価等の活用による改善。地域連携「チーム学校」の推進。

④組織力のある学校…チーム島尻の力を生かした学校。校内研究の推進と授業力
の向上。肯定的理論に基づく支援。効率的な組織運営とチーム力の向上。

安心して学び・働ける環境づくり

〇 安全管理・危機管理の徹底

〇 医療的ケア体制の充実

〇 教職員の働き方改革の推進
（業務時間の明確化・ICTの活用・
連絡アプリの活用・保護者対応

  ルールの周知）

〇 メンタルヘルス支援の充実

【働き方改革の3つの約束】
①業務時間を明確にします
②SNS等の連絡手段は活用
しません

③教職員へのバッシング
（過度な要求等）は行わな
いことをお願いします

連携・協働の輪
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